
 

 

  
 

 

「続 わけあって絶滅しました。」を読んで        校長 景山 賢治                     

 この夏は毎日のように熱中症警戒アラートが発表され、群馬県伊勢崎市では８月５日に41.8 度を

記録し、国内の最高気温を更新した。夏休みに「続 わけあって絶滅しました。」(ダイヤモンド社)を

読んだが、未来の地球がさらに暑くなると、人類も絶滅の危機を迎えることになるのだろうか。 

この本によると、地球が誕生して４６億年、生命が誕生して４０億年の中で、99.9％の生命が絶滅

しているという。その中には強いものや巨大化したもの、すごい能力をもつ生物もいたのだが、「毒の

海で絶滅（モササウルス）」、「急に冷え込んで絶滅（ブロントテリウム）」、「海草が減って絶滅（ウミ

ベナマケモノ）」等、様々な理由で絶滅している。絶滅の最大の原因は「地球の環境の変化」であり、

大陸の移動や空気の成分の変化、気温の上下動等である。環境の変化で考える生物の強さは変化した

新しい環境に適応する力であり、強いと弱いは環境によって変わってしまう。しかし、新しい環境に

適応する体に進化するためには、何千年、何万年もの時間が必要なために、多くの生物は絶滅したの

である。環境の変化に弱い人類は、自分たちにとって生活しやすい環境を作ってきたが、その環境が

他の生物にとっても生活しやすい環境とは限らない。人類は、「森林を伐採し山を切り崩す、池や沼や

海を埋め立てる、今まで住んでいなかった島や土地に移動する、耕作や家畜を飼う」等で生活の場を

広げたが、それが原因で絶滅した生物は多い。ただし、人類がさらに快適な生活を求めた結果、地球

の環境を変えてしまい、この夏の九州や北陸で発生した線状降水帯による大雨のような、自然災害が

増えていった。どれだけ科学や技術が進歩しても、自然災害の前では、人類は無力である。 

米国の科学誌「原子力科学者会報」が発表した２０２５年の終末時計は「残り８９秒」になった。

ウクライナ戦争による核使用のリスク、気候変動の深刻化、パンデミックや人工知能の軍事利用等に

より過去最短になった。人類は自ら絶滅への時計の針を進めるのか、それとも時計の針を戻すのか。

わけあって絶滅した生物の中には、おかしな理由がたくさんあったが、たった一つの地球の上で思想

や宗教の違いや領土で争い、人工知能が原因で人類が絶滅するならば、最も愚かな理由だろう。 

この本では、人間の最大の能力は学んで考えることであり、「絶滅した生物から学び、どうしたら 

絶滅を防ぐことができるかを考えることが大切である」と述べている。絶滅した生物は、地球の環境

に合わせて進化したことが原因で絶滅したが、地球の環境を変えなかったために人類よりも長く繁栄

することができた。私たち人類は、地球の環境を守り、環境の変化を減らす生活をすることが大切で

ある。資源やエネルギーの節約、環境に負荷をかけない生活の仕方等、学校では高学年児童が６月に

「カーボンマイナスこどもアクション」を行ったが、年間を通じて社会全体で取り組んでいきたい。 

この夏は戦後８０年の節目の年であり、平和について考える夏であったが、世界の大国による自国

中心主義や排外主義的な思想や行動を見ると、人類は絶滅した生物や歴史から学んでいない。平和は

誰かから与えられるものではなく、あらゆる他者と共に創り上げるものである。学校は、学力の向上

だけでなく、他者をいたわる共感力や利他的行動など、「人間らしさ」を育む場所でもある。人類の 

絶滅を防ぐという視点からも、学校教育の役割は、ますます重要になるだろうと思った。 
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